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① 実態把握１０項目 

 

 

② 個別の指導計画作成例 

  現状と課題 対応・支援・配慮等（支援者） 

■指示を受けたあとに、課題

に取りかることが難しい。 

 

■課題を終える時刻を示す。 

■課題の程度に幅をもたせて用意する。 

■課題の見通しをもてるようにメニューを提示し、一つ終わ

るごとにメニューを消していく。 

■気が散る要素がないか確認する。 

■わからないときの手順を教える。 

 

③ 教員が共通して行った個別の支援とユニバーサルデザインを意識した授業づくり 

 

 

 

 

 

生活・行動面

•注意力
（忘れ物、うっかりミ
ス、整頓が苦手など）

•衝動性
（攻撃的、静かにする
ことができない、けん
かっ早いなど）

•運動
（体育が苦手、運動が
ぎこちないなど）

•感覚
（音や触覚が敏感や鈍
感など）

情緒・社会面

•コミュニケーション
（言葉の遅れ、心の読み取
りが苦手など）

•情緒
（感情のコントロールが苦
手、自信がないなど）

•こだわり
（変化への対応が苦手な
ど）

•社会性
（挨拶をしない、ルールが
守れないなど）

•対人（友人）関係
（孤立、共感が乏しい、集
団が苦手など）

学習面

•学力
（１～２年の学習の遅れ、
聞くことが苦手、話すこと
が苦手、読むことが苦手、
書字が苦手、計算が苦手な
ど）

○個別の支援

•予想される困難さへの支援の検討

•個別の指導計画活用

•実態把握

○ユニバーサルデザイン

•活動の流れの提示

•時間の提示

•視覚化

•共有の場
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④ 安佐中スタンダード 

 


